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罪について―本質、原因、結果、解決― 

原田元道 

罪の定義 

・ 聖書における「罪」： 

どんなかたちであれ、その行いや態度もしくは本性(nature)において、神の道徳律に従わな

い・従えないこと 

 行いだけなく態度・心も問題 

「あなたがたも聞いているとおり、昔の人は『殺すな。人を殺した者は裁きを受ける』

と命じられている。 しかし、わたしは言っておく。兄弟に腹を立てる者はだれでも裁き

を受ける。兄弟に『ばか』と言う者は、最高法院に引き渡され、『愚か者』と言う者は、

火の地獄に投げ込まれる。」(マタイ 5:21-22) 

⇒神の善悪の基準は非常に高い 

 

 

罪の本質 

・ 全ての罪に共通している根本・根源的なもの： 

 肉欲(?)←適度な「欲」は生命維持に必要不可欠(食欲、睡眠欲など) 

 自己中心性(?)←自己中心的でなくても「罪」を犯すことはある(献身的に他の神々に仕え

るなど) 

 神(の思いや望み、目的など)に相対すること 

 律法を破ること＝神が人に望んでいることを行わないこと 

 形式的に律法を守ること＝神が望んでいないことを行うこと 

 富みを天に積む (ルカ 12:33)←神が望む方法で(比較：Ⅰコリント 13:3) 

⇒「罪」の基準は神(神からズレることが「罪」) 

 
 

罪の原因 

・ 内的要因： 

 生まれ持った罪深さ 

「わたしは咎のうちに産み落とされ／母がわたしを身ごもったときも／わたしは罪のうち

にあったのです。」(詩編 51:7；比較：詩編 58:3；エフェソ 2:3) 

「このようなわけで、一人の人によって罪が世に入り、罪によって死が入り込んだように、

死はすべての人に及んだのです。すべての人が罪を犯したからです。…そこで、一人の罪

によってすべての人に有罪の判決が下されたように、一人の正しい行為によって、すべて

の人が義とされて命を得ることになったのです。」(ローマ 5:12, 18) 

→アダムから受け継いだ「罪」＝原罪 

・ 外的要因： 

 生活環境の影響(世の中の習慣、制度、仕組み、流行など) 

「世も世にあるものも、愛してはいけません。世を愛する人がいれば、御父への愛はそ

の人の内にありません。 なぜなら、すべて世にあるもの、肉の欲、目の欲、生活のおご

りは、御父から出ないで、世から出るからです。」(Ⅰヨハネ 2:15-16；比較：ヤコブ 3:14-

15) 

 悪魔・悪霊の働き 

「さて、あなたがたは、以前は自分の過ちと罪のために死んでいたのです。 この世を支

配する者、かの空中に勢力を持つ者、すなわち、不従順な者たちの内に今も働く霊に従

い、過ちと罪を犯して歩んでいました。 」(エフェソ 2:1-2) 

⇒罪を犯さない生活は不可能 
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罪の結果(罰) 

・ 究極的には「死」： 

「罪が支払う報酬は死です。しかし、神の賜物は、わたしたちの主キリスト・イエスによる

永遠の命なのです。」(ローマ 6:23；比較：創世記 2:17；ローマ 5:12) 

「律法全体を守ったとしても、一つの点でおちどがあるなら、すべての点について有罪とな

るからです。」(ヤコブ 2:10) 

⇒罪の大小に関わらず、神に対する罪の罰は死 

 

 

罪の解決(救い) 

・ 神自らが用意した解決策： 

「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅

びないで、永遠の命を得るためである。」(ヨハネ 3:16) 

「人は皆、罪を犯して神の栄光を受けられなくなっていますが、 ただキリスト・イエスによ

る贖いの業を通して、神の恵みにより無償で義とされるのです。」(ローマ 3:23-24) 

→イエスの十字架による贖いと復活を信じる信仰がもたらす罪の赦し 

・ 「赦されない罪」が存在!? 

「だから、言っておく。人が犯す罪や冒涜は、どんなものでも赦されるが、“霊”に対する冒

涜は赦されない。 人の子に言い逆らう者は赦される。しかし、聖霊に言い逆らう者は、この

世でも後の世でも赦されることがない。」(マタイ 12:31-32) 

←悪意をもって神・イエス・聖霊に意図的に反抗している者への警告(比較：パウロの回心) 

⇒神の愛と恵みによって救われる 

 

 

まとめ 

・ 罪の定義：どんなかたちであれ、その行いや態度もしくは本性(nature)において、神の道徳律

に従わない・従えないこと←神の基準は非常に高い 

・ 罪の本性：神(の思いや望み、目的など)に相対すること←罪の基準は神 

・ 罪の原因：←罪を犯さない生活は不可能 

 内的要因： 

 生まれ持った罪深さ 

 外的要因： 

 生活環境の影響＝世の中の習慣、制度、仕組み、流行など 

 悪魔・悪霊の働き 

・ 罪の結果(罰)：罪の大小に関わらず、神に対する罪の罰は全て死 

・ 罪の解決(救い)：イエスの十字架と復活を信じる信仰←神の愛と恵みによる罪の赦し(救い) 

 

 

「事実、あなたがたは、恵みにより、信仰によって救われました。このことは、自らの力による

のではなく、神の賜物です。 行いによるのではありません。それは、だれも誇ることがないため

なのです。 なぜなら、わたしたちは神に造られたものであり、しかも、神が前もって準備してく

ださった善い業のために、キリスト・イエスにおいて造られたからです。わたしたちは、その善

い業を行って歩むのです。」(エフェソ 2:8-10) 


